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 今年度で５年目を迎えた「南会津ふるさとワークステイ事業」は、 

昨年11月30日をもって、今年度の参加募集を終了しました。 

 受入農家の皆様、ご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 県内外から５名が参加し、受入農家指導の下、トマト・リンゴ・花きの収穫・梱包

作業などを体験！ 

 参加者からは、「緊張感と責任感が味わえて貴重な体験になった」「本気で農業に、少

なからず向き合えたことが自分自身の大きな収穫となった」など、よろこびの声を多数い

ただきました。 

 また、当事業に２６年度１回、２７年度２回、参加された千葉県在住の５０代のご夫婦

（会社員）が、平成２８年５月に只見町内の古民家を購入され、同時期から二地域居住を

開始されました。お話を伺ったところ、２年後位には定住予定とのことで、「ワークステ

イ事業が定住・二地域居住を決断する大きなきっかけとなり、親戚（受入農家さん）が増

えた」とのことでした。「南会津ふるさとワークステイ事業」の目的が達成された第１号

となります。 

※ 南会津町（３名）、下郷町（２名） 【参加者】 
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２ 参加者アンケート結果  

（１）本事業を知ったきっかけは何ですか？ （複数回答） 

１ 事業の紹介 

 当事業は、南会津地方の農林家等に宿泊しながら、受入農家の方と一緒に行う農作業

等を通して、田舎暮らしから新規就農を見据えた本格的な農作業まで体験できる、「お

試し」的な新規就農支援事業です。 

 日程や希望する農作業等の内容など、受入に関する調整事務は、当事務所企画部が窓

口となって行います。 

 なお、ワークステイ期間中の参加者の費用負担は、基本的にありません。 

 （１）平成２８年度受入募集期間 

平成28年4月1日（金曜日）～平成28年11月30日（水曜日） 

（２）コース ※Ｈ２８実績 チャレンジコース（２名）、猫の手コース（３名） 

（３）これまでの参加人数 （人） 



（３）農作業の感想 

（２）参加を決めた理由は？ 

（４） ワークステイを体験して、どのように感じましたか？ 

（５） 感想等 

（複数回答） 

（複数回答） 
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 今年度のワークステイ事業及び次年度事

業構築に向けて、受入農家皆様のご意見を

頂戴するため、平成２９年２月下旬頃に受

入農家交流会を開催する予定です。 

是非、ご参加願います！ 

※交流会の開催日等は 

後日お知らせします。 

 

 受入農家の皆様、参加者との交流はいかが

でしたか？ 

 今年度の受入はこれまでより少ない結果と

なってしまいましたが、二地域居住の方がで

きたことはとっても嬉しいです。 

 今後も、南会津地方に定住・二地域居住の

方が増えてくれるよう頑張りますので、来年

度も継続して事業へのご協力をお願い申し上

げます。 

 今シーズンは、例年以上の大雪のようで、

連日除雪作業で大変かと思いますが、くれぐ

れもご自愛下さい。       （相原） 

～編集後記～ 

 参加者を広く募集するため、「新・農業

人フェア」への参加やホームページ等での

PRを行いました。 

 特に「新・農業人フェア」では、平成２

８年９月（東京会場）と平成２９年１月

（仙台会場）の２回、只見町と連携して、

合同で新規就農や定住・二地域居住の相談

を行ったほか、Iターン就農者の髙木さん

（只見町）から貴重な体験談をお話いただ

きました。  

 この後も、平成２９年２月１８日（東京

会場）に出展し、積極的なPRを行ってまい

ります。 

【新PRパンフレット】 【農業人フェアへの参加】 

３ ＰＲ活動 

４ 農家民泊開設に関心がある方へ 
 他県などからの小・中学生等を受け入れて、農村生活を体験してもらう「農家民泊」を県内

でも特に南会津地域では積極的に取り組んでおります。 

 詳しい内容については、当所企画部までお気軽にお問い合わせください。  


